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研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
華
経
は
差
別
経
に
あ
ら
ず

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

早

坂

鳳

城

一

法
華
経
見
宝
塔
品
に
「
善
哉
善
哉
、
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
能
く
平
等
大
慧
・
教
菩
薩
法
・
仏
所
護
念
の
妙
法
華
経
を
以
て
大
衆
の
為
に
説

き
た
ま
ふ
」
と
説
か
れ
る
通
り
、
私
た
ち
は
法
華
経
を
「
平
等
大
慧
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
と
し
て
理
解
し
、
信
仰
し
て
い
る
。

然
る
に
、
近
年
、
法
華
経
を
差
別
経
と
断
じ
、
剰
え
「
恫
喝
」
の
経
典
で
あ
る
な
ど
と
す
る
議
論
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

既
に
先
学
に
よ
る
反
論
も
あ
り
、
基
本
的
な
反
批
判
は
済
ん
で
い
る
と
も
言
え
、
筆
者
の
論
の
如
き
は
、
屋
上
に
屋
を
架
す
る
も
の
に
し

か
な
ら
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
多
少
の
私
見
を
加
え
、
法
華
経
差
別
経
論
へ
の
反
論
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

さ
て
、
法
華
経
を
差
別
経
と
批
判
す
る
論
者
が
言
及
す
る
の
は
、
主
に
、
安
楽
行
品
と
普
賢
菩
薩
勧
発
品
の
説
示
で
あ
る
。
安
楽
行
品

の
方
か
ら
見
て
い
こ
う
。
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云
何
名
菩
薩
摩
訶
薩
親
近
処
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
不
親
近
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
。
不
親
近
諸
外
道
。
梵
志
。
尼

子
等
。
及
造
世
俗

文
筆
。
讃
詠
外
書
。
及
路
伽
耶
陀
。
逆
路
伽
耶
陀
者
。
亦
不
親
近
。
諸
有
凶
戯
。
相
扠
相
撲
。
及
那
羅
等
。
種
種
変
現
之
戯
。
又
不

親
近
旃
陀
羅
。
及
畜
猪
羊
鶏
狗
。
畋
猟
漁
捕
。
諸
悪
律
儀
。
如
是
人
等
。
或
時
来
者
。
則
為
説
法
。
無
所
怖
望
。
又
不
親
近
求
声

聞
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
亦
不
問
訊
。
若
於
房
中
。
若
経
行
処
。
若
在
講
堂
中
。
不
共
住
止
。
或
時
来
者
。
随
宜

説
法
。
無
所
及
求
。
文
殊
師
利
。
又
菩
薩
摩
訶
薩
。
不
応
於
女
人
身
。
取
能
生
欲
想
相
。
而
為
説
法
。
亦
不
楽
見
。
若
入
佗
家
。
不

与
小
女
。
処
女
寡
女
等
共
語
。
亦
復
不
近
。
五
種
不
男
之
人
。
以
為
親
厚
。
不
独
入
佗
家
。
若
有
因
縁
。
須
独
入
時
。
但
一
心
念

仏
。
若
為
女
人
説
法
。
不
露
歯
笑
。
不
現
胸
臆
。
乃
至
為
法
。
猶
不
親
厚
。
況
復
余
事
。
不
楽
畜
年
小
弟
子
。
沙
弥
小
兒
。
亦
不
楽

与
同
師
。
常
好
坐
禅
。
在
於
閑
処
。
修
摂
其
心
。
文
殊
師
利
。
是
名
初
親
近
処
。
復
次
菩
薩
摩
訶
薩
。
観
一
切
法
空
。
如
実
相
。
不

顛
倒
。
不
動
。
不
退
。
不
転
。
如
虚
空
。
無
所
有
性
。
一
切
語
言
道
断
。
不
生
。
不
出
。
不
起
。
無
名
。
無
相
。
実
無
所
有
。
無

量
。
無
辺
。
無
礙
。
無
障
。
但
以
因
縁
有
。
従
顛
倒
生
。
故
説
常
楽
観
如
是
法
相
。
是
名
菩
薩
摩
訶
薩
第
二
親
近
処
。
爾
時
世
尊
。

欲
重
宣
此
義
。
而
説
偈
言

若
有
菩
薩

於
後
悪
世

無
怖
畏
心

欲
説
此
経

応
入
行
処

及
親
近
処

常
離
国
王

及
国
王
子

大
臣
官
長

凶
険
戯
者

及
旃
陀
羅

外
道
梵
志

亦
不
親
近

増
上
慢
人

貪
著
小
乗

三
蔵
学
者

破
戒
比
丘

名
字
羅
漢

及
比
丘
尼

好
戯
笑
者

深
著
五
欲

求
現
滅
度

諸
優
婆
夷

皆
勿
親
近

若
是
人
等

以
好
心
来

到
菩
薩
所

為
聞
仏
道

菩
薩
則
以

無
所
畏
心

不
懐
及
望

而
為
説
法

寡
女
処
女

及
諸
不
男

皆
勿
親
近

以
為
親
厚

亦
莫
親
近

屠
兒
魁
膾

畋
猟
魚
捕

為
利
殺
害

販
肉
自
活

衒
売
女
色

如
是
之
人

皆
勿
親
近

凶
険
相
撲

種
種
嬉
戯

諸
淫
女
等

尽
勿
親
近

莫
独
屏
処

為
女
説
法

若
説
法
時

無
得
戯
笑

入
里
乞
食

将
一
比
丘

若
無
比
丘

一
心
念
仏

是
則
名
為

行
処
近
処

以
此
二
処

能
安
楽
説

又
復
不
行

上
中
下
法

有
為
無
為

実
不
実
法
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亦
不
分
別

是
男
是
女

不
得
諸
法

不
知
不
見

是
則
名
為

菩
薩
行
処

一
切
諸
法

空
無
所
有

無
有
常
住

亦
無
起
滅

是
名
智
者

所
親
近
処

顛
倒
分
別

諸
法
有
無

是
実
非
実

是
生
非
生

在
於
閑
処

修
摂
其
心

安
住
不
動

如
須
弥
山

観
一
切
法

皆
無
所
有

猶
如
虚
空

無
有
堅
固

不
生
不
出

不
動
不
退

常
住
一
相

是
名
近
処

若
有
比
丘

於
我
滅
後

入
是
行
処

及
親
近
処

説
斯
経
時

無
有
怯
弱

菩
薩
有
時

入
於
静
室

以
正
憶
念

随
義
観
法

従
禅
定
起

為
諸
国
王

王
子
臣
民

婆
羅
門
等

開
化
演
暢

説
斯
経
典

其
心
安
穏

無
有
怯
弱

文
殊
師
利

是
名
菩
薩

安
住
初
法

能
於
後
世

説
法
華
経

（
云
何
な
る
を
か
菩
薩
摩
訶
薩
の
親
近
処
と
名
く
る
。
菩
薩
摩
訶
薩
、
国
王
・
王
子
・
大
臣
・
官
長
に
親
近
せ
ざ
れ
。
諸
の
外
道
・

梵
志
・
尼
・
子
等
、
及
び
世
俗
の
文
筆
・
讃
詠
の
外
書
を
造
る
、
及
び
路
伽
耶
陀
・
逆
路
伽
耶
陀
の
者
に
親
近
せ
ざ
れ
。
亦
諸
の
有

ゆ
る
凶
戯
の
相
扠
相
撲
、
及
び
那
羅
等
の
種
々
変
現
の
戯
に
親
近
せ
ざ
れ
。
又
旃
陀
羅
、
及
び
豬
羊
鶏
狗
を
畜
い
畋
猟
漁
捕
す
る
諸

の
悪
律
儀
に
親
近
せ
ざ
れ
。
是
の
如
き
人
等
或
時
に
来
ら
ば
、
則
ち
為
に
法
を
説
い
て

望
す
る
所
な
か
れ
。
又
声
聞
を
求
む
る
比

丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
に
親
近
せ
ざ
れ
、
亦
問
訊
せ
ざ
れ
。
若
し
は
房
中
に
於
て
も
、
若
し
は
経
行
の
処
、
若
し
は
講
堂

の
中
に
在
っ
て
も
、
共
に
住
止
せ
ざ
れ
。
或
時
に
来
ら
ば
宜
し
き
に
随
っ
て
法
を
説
い
て

求
す
る
所
な
か
れ
。
文
殊
師
利
、
又
菩

薩
摩
訶
薩
、
女
人
の
身
に
於
て
能
く
欲
想
を
生
ず
る
相
を
取
っ
て
、
為
に
法
を
説
く
べ
か
ら
ず
、
亦
見
ん
と
楽
わ
ざ
れ
。
若
し
他
の

家
に
入
ら
ん
に
は
、
小
女
・
処
女
・
寡
女
等
と
共
に
語
ら
ざ
れ
。
亦
復
五
種
不
男
の
人
に
近
づ
い
て
以
て
親
厚
を
為
さ
ざ
れ
。
独
他

の
家
に
入
ら
ざ
れ
。
若
し
因
縁
あ
っ
て
独
入
る
こ
と
を
須
い
ん
時
に
は
但
一
心
に
仏
を
念
ぜ
よ
。
若
し
女
人
の
為
に
法
を
説
か
ん
に

は
、
歯
を
露
わ
に
し
て
笑
ま
ざ
れ
、
胸
臆
を
現
わ
さ
ざ
れ
。
乃
至
法
の
為
に
も
猶
お
親
厚
せ
ざ
れ
。
況
や
復
余
の
事
を
や
。
楽
っ
て

年
小
の
弟
子
・
沙
弥
・
小
兒
を
畜
え
ざ
れ
。
亦
与
に
師
を
同
じ
ゅ
う
す
る
こ
と
を
楽
わ
ざ
れ
。
常
に
坐
禅
を
好
ん
で
閑
か
な
る
処
に

在
っ
て
其
の
心
を
修
摂
せ
よ
。
文
殊
師
利
、
是
れ
を
初
の
親
近
処
と
名
く
。
復
次
に
菩
薩
摩
訶
薩
、
一
切
の
法
を
観
ず
る
に
空
な
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り
、
如
実
相
な
り
、
顛
倒
せ
ず
、
動
せ
ず
、
退
せ
ず
、
転
せ
ず
、
虚
空
の
如
く
に
し
て
所
有
の
性
な
し
。
一
切
の
語
言
の
道
断
え
、

生
ぜ
ず
、
出
せ
ず
、
起
せ
ず
。
名
な
く
相
な
く
、
実
に
所
有
な
し
。
無
量
・
無
辺
・
無
碍
・
無
障
な
り
。
但
因
縁
を
以
て
有
り
、
顛

倒
に
従
っ
て
生
ず
。
故
ノ
説
く
、
常
に
楽
っ
て
是
の
如
き
法
相
を
観
ぜ
よ
と
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
第
二
の
親
近
処
と
名
く
。

爾
の
時
に
世
尊
、
重
ね
て
此
の
義
を
宣
べ
ん
と
欲
し
て
、
偈
を
説
い
て
言
く
、

若
し
菩
薩
あ
っ
て

後
の
悪
世
に
於
て

無
怖
畏
の
心
を
も
っ
て

此
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば

行
処

及
び
親
近
処
に
入
る
べ
し

常
に
国
王

及
び
国
王
子

大
臣
官
長

凶
険
の
戯
者

及
び
旃
陀
羅

外
道
梵
志
を
離
れ

亦

増
上
慢
の
人

小
乗
に
貪
著
す
る

三
蔵
の
学
者
に
親
近
せ
ざ
れ

破
戒
の
比
丘

名
字
の
羅
漢

及
び
比
丘
尼
の

戯
笑
を
好
む
者

深
く
五
欲
に
著
し
て

現
の
滅
度
を
求
む
る

諸
の
優
婆
夷
に

皆
親
近
す
る
こ
と
な
か
れ

是
の
若
き
人
等

好
心
を
以
て
来
り

菩
薩
の
所
に
到
っ
て

仏
道
を
聞
か
ん
と
せ
ば

菩
薩
則
ち

無
所
畏
の
心
を
以
て
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望
を
懐
か
ず
し
て

為
に
法
を
説
け

寡
女
処
女

及
び
諸
の
不
男
に

皆
親
近
し
て

以
て
親
厚
を
為
す
こ
と
な
か
れ

亦

屠
兒
魁
膾

畋
猟
漁
捕

利
の
為
に
殺
害
す
る
に
親
近
す
る
こ
と
な
か
れ

肉
を
販
っ
て
自
活
し

女
色
を
衒
売

是
の
如
き
の
人
に

皆
親
近
す
る
こ
と
な
か
れ

凶
険
の
相
撲

種
々
の
嬉
戯

諸
の
淫
女
等
に

尽
く
親
近
す
る
こ
と
な
か
れ

独
屏
処
に
し
て

女
の
為
に
法
を
説
く
こ
と
な
か
れ

若
し
法
を
説
か
ん
時
に
は

戯
笑
す
る
こ
と
得
る
こ
と
な
か
れ

里
に
入
っ
て
乞
食
せ
ん
に
は

一
り
の
比
丘
を
将
い
よ

若
し
比
丘
な
く
ん
ば

一
心
に
仏
を
念
ぜ
よ

是
れ
則
ち
名
け
て

行
処
近
処
と
す

此
の
二
処
を
以
て

能
く
安
楽
に
説
け

又
復

上
中
下
の
法

有
為
無
為

実
不
実
の
法
を
行
ぜ
ざ
れ

亦

是
れ
男
是
れ
女
と
分
別
せ
ざ
れ

諸
法
を
得
ず

知
ら
ず
見
ず
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是
れ
則
ち
名
け
て

菩
薩
の
行
処
と
す

一
切
の
諸
法
は

空
に
し
て
所
有
な
し

常
住
あ
る
こ
と
な
く

亦
起
滅
な
し

是
れ
を
智
者
の

所
親
近
処
と
名
く

顛
倒
し
て

諸
法
は
有
な
り
無
な
り

是
れ
実
な
り
非
実
な
り

是
れ
生
な
り
非
生
な
り
と
分
別
す

閑
か
な
る
処
に
在
っ
て

其
の
心
を
修
摂
し

安
住
し
て
動
せ
ざ
る
こ
と

須
弥
山
の
如
く
せ
よ

一
切
の
法
を
観
ず
る
に

皆
所
有
無
し

猶
お
虚
空
の
如
し

堅
固
な
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し

不
生
な
り
不
出
な
り

不
動
な
り
不
退
な
り

常
住
に
し
て
一
相
な
り

是
れ
を
近
処
と
名
く

若
し
比
丘
あ
っ
て

我
が
滅
後
に
於
て

是
の
行
処

及
び
親
近
処
に
入
っ
て

斯
の
経
を
説
か
ん
時
に
は

怯
弱
あ
る
こ
と
な
け
ん

菩
薩
時
あ
っ
て

静
室
に
入
り

正
憶
念
を
以
て

義
に
随
っ
て
法
を
観
じ

禅
定
よ
り
起
っ
て

諸
の
国
王

王
子
臣
民

婆
羅
門
等
の
為
に
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開
化
し
て
演
暢
し
て

斯
の
経
典
を
説
か
ば

其
の
心
安
穏
に
し
て

怯
弱
あ
る
こ
と
な
け
ん

文
殊
師
利

是
れ
菩
薩
の

初
の
法
に
安
住
し
て

能
く
後
の
世
に
於
て

法
華
経
を
説
く
と
名
く

）

門
馬
幸
夫
氏
は
、
こ
の
安
楽
行
品
の
説
示
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

こ
れ
は
釈
迦
が
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
（
文
殊
菩
薩
）
に
、
修
行
の
妨
げ
に
な
る
も
の
と
し
て
菩
薩
・
仏
教
徒
た
ち
が
近
づ
く
べ
き
で

な
い
場
合
、
お
よ
び
許
容
さ
れ
な
い
交
際
の
職
業
種
類
等
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
箇
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
王
や
王
族
、
異
教
徒

た
ち
、
特
定
の
職
業
（
人
）、
女
性
等
が
そ
れ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
王
や
王
族
、
異
教
徒
た
ち
、
そ
れ
に
「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
ど

も
に
も
、
マ
ウ
シ
ュ
テ
ィ
カ
ど
も
に
も
、
豚
肉
業
者
た
ち
に
も
、
鳥
肉
業
者
た
ち
に
も
、
狩
猟
者
た
ち
に
も
屠
殺
業
者
た
ち
に
も
、
遊

芸
人
た
ち
に
も
、
詐
欺
師
た
ち
に
も
、
相
撲
取
た
ち
に
も
」
近
づ
か
な
い
。
向
こ
う
か
ら
近
づ
い
て
き
た
場
合
に
は
や
む
を
得
な
い

が
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

特
に
、「
肉
業
者
」
や
「
と
畜
業
」
と
い
っ
た
「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
」（
旃
陀
羅
）
と
言
わ
れ
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
（
不
可
触
民
）
と

さ
れ
て
き
た

特
定
の
職
業
（
あ
る
は
カ
ー
ス
ト
）
や
女
性
た
ち
を
仏
道
修
行
者
の
交
際
範
囲
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら

の
人
々
に
対
し
て
『
法
華
経
』
思
想
が
、
明
瞭
な
差
別
的
意
思
を
有
し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
よ
う
。「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
」
の
よ
う

な
カ
ー
ス
ト
外
の
人
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
民
や
特
定
の
職
業
に
携
わ
る
人
々
、「
婦
女
子
」
す
な
わ
ち
少
女
や
若
年
女
性
、
配
偶
者
を

失
っ
た
女
性
た
ち
は
、『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
と
さ
れ
て
、
仏
教
・

『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
は
『
法
華
経
』「
安
楽
行
品
」
の
こ
の
箇
所
は
、
仏
教
の
恩
恵
？
に
あ
ず
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
、「
排
除
（
差
別
）
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の
リ
ス
ト
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
経
』
の
こ
の
箇
所
は
、
こ
れ
を
読
む
も
の
に
も
、
ま
た
こ
れ
を
宣
べ
伝
え
る
も
の

に
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
排
除
（
差
別
）
の
機
能
を
顕
在
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
法
華
経
』
の
「
安
楽

行
品
」
は
、
そ
う
し
た
人
々
に
対
す
る
排
除
・
差
別
を
す
る
、
顕
在
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
、
と
見
な
さ
れ
よ
う
。

門
馬
氏
へ
の
直
接
の
反
論
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
見
方
一
般
に
つ
い
て
、
宮
崎
英
修
博
士
が
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
菩
薩
の
親
近
す
べ
か
ら
ざ
る
所
を
並
べ
記
し
た
中
に
（
中
略
）『
旃
陀
羅
や
屠
児
に
親
近
し
て
は
な
ら
ぬ
と
述
べ
た
句

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
差
別
を
長
助
す
る
も
の
』
で
は
な
い
か
と
疑
う
む
き
が
あ
る
。

こ
れ
は
不
親
近
の
対
象
に
国
王
、
大
臣
、
官
長
、
外
道
・
婆
羅
門
、
学
者
、
文
筆
業
者
、
或
は
相
撲
と
り
、
拳
闘
家
、
女
性
、
一
人

住
い
の
後
家
、
ま
た
女
色
の
衒
賣
す
る
者
、
こ
れ
ら
と
同
様
に
あ
げ
て
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
国
王
も
大
臣
も
旃
荼
羅
も
み

な
平
等
に
不
親
近
の
対
象
に
あ
つ
か
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
こ
と
さ
ら
に
旃
陀
羅
・
屠
者
だ
け
を
と
り
あ
げ
、
法
華

経
は
こ
れ
ら
を
差
別
し
不
平
等
の
扱
い
を
し
て
い
る
と
強
調
す
る
の
は
断
章
取
義
の
偏
見
に
執
着
し
た
迷
論
で
あ
る
。

宮
崎
博
士
の
所
論
は
、
門
馬
氏
の
議
論
を
受
け
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
門
馬
氏
の
所
論
へ
の
批
判
と
し
て
は
、
相
応

し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
は
す
る
も
の
の
、
大
筋
と
し
て
、
門
馬
氏
の
所
論
へ
の
反
論
と
し
て
も
機
能
し
得
る
、
適
正
な
議
論
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

断
章
取
義
と
の
指
摘
は
誠
に
適
切
で
あ
っ
て
、
門
馬
氏
ら
の
如
き
は
、
法
華
経
の
「
部
分
」
を
見
て
「
全
体
」
を
読
ん
で
い
な
い
。
文

脈
を
読
み
損
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
か
く
の
如
き
議
論
に
な
る
の
で
あ
る
。
学
問
の
世
界
に
於
い
て
、「
つ
ま
み
食
い
」
は
控
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
安
楽
行
品
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

爾
時
。
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
摩
訶
薩
。
白
仏
言
世
尊
。
是
諸
菩
薩
。
甚
為
難
有
。
敬
順
仏
故
。
発
大
誓
願
。

於
後
悪
世
。
護
持
読
誦
。
説
是
法
華
経
。
世
尊
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
後
悪
世
。
云
何
能
説
是
経
。
仏
告
文
殊
師
利
。
若
菩
薩
摩
訶
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薩
。
於
後
悪
世
。
欲
説
是
経
。
当
安
住
四
法
。
一
者
安
住
菩
薩
行
処
。
親
近
処
。
能
為
衆
生
。
演
説
是
経
。
文
殊
師
利
。
云
何
名
菩

薩
摩
訶
薩
行
処
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
。
住
忍
辱
地
。
柔
和
善
順
。
而
不
卒
暴
。
心
亦
不
驚
。
又
復
於
法
。
無
所
行
。
而
観
諸
法
如
実

相
。
亦
不
行
不
分
別
。
是
名
菩
薩
摩
訶
薩
行
処
。

（
爾
の
時
に
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
摩
訶
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、

世
尊
、
是
の
諸
の
菩
薩
は
甚
だ
為
れ
有
り
難
し
。
仏
に
敬
順
し
た
て
ま
つ
る
が
故
に
大
誓
願
を
発
す
。
後
の
悪
世
に
於
て
是
の
法

華
経
を
護
持
し
読
誦
し
説
か
ん
。
世
尊
、
菩
薩
摩
訶
薩
後
の
悪
世
に
於
て
云
何
し
て
か
能
く
是
の
経
を
説
か
ん
。

仏
、
文
殊
師
利
に
告
げ
た
ま
わ
く
、

若
し
菩
薩
摩
訶
薩
後
の
悪
世
に
於
て
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
四
法
に
安
住
す
べ
し
。
一
に
は
菩
薩
の
行
処
・
親
近

処
に
安
住
し
て
、
能
く
衆
生
の
為
に
是
の
経
を
演
説
す
べ
し
。
文
殊
師
利
、
云
何
な
る
を
か
菩
薩
摩
訶
薩
の
行
処
と
名
く
る
。
若

し
菩
薩
摩
訶
薩
忍
辱
の
地
に
住
し
、
柔
和
善
順
に
し
て
卒
暴
な
ら
ず
、
心
亦
驚
か
ず
、
又
復
法
に
於
て
行
ず
る
所
な
く
し
て
、
諸

法
如
実
の
相
を
観
じ
、
亦
不
分
別
を
行
ぜ
ざ
る
、
是
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
行
処
と
名
く
。

右
の
引
用
文
に
、
先
に
引
い
た
部
分
が
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
文
殊
師
利
菩
薩
の
「
是
諸
菩
薩
。
甚
為
難
有
。
敬
順
仏
故
。
発
大
誓

願
。
於
後
悪
世
。
護
持
読
誦
。
説
是
法
華
経
。
世
尊
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
後
悪
世
。
云
何
能
説
是
経
」（
是
の
諸
の
菩
薩
は
甚
だ
為
れ
有

り
難
し
。
仏
に
敬
順
し
た
て
ま
つ
る
が
故
に
大
誓
願
を
発
す
。
後
の
悪
世
に
於
て
是
の
法
華
経
を
護
持
し
読
誦
し
説
か
ん
。
世
尊
、
菩
薩

摩
訶
薩
後
の
悪
世
に
於
て
云
何
し
て
か
能
く
是
の
経
を
説
か
ん
。）
と
の
問
い
を
受
け
て
の
答
え
こ
そ
が
、
先
の
引
用
部
分
な
の
で
あ

る
。さ

ら
に
言
え
ば
、
安
楽
行
品
の
前
に
、
勧
持
品
で
の
説
示
を
受
け
て
、
安
楽
行
品
は
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
読
め
ば
、

誤
解
の
余
地
は
な
か
ろ
う
。

勧
持
品
に
於
い
て
は
、
諸
菩
薩
・
声
聞
等
が
、
此
土
・
他
土
で
の
弘
経
の
誓
願
を
述
べ
る
け
れ
ど
も
、
仏
は
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
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の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
心
浅
行
、
忍
力
未
成
就
の
迹
化
の
菩
薩
の
た
め
に
滅
後
弘
経
の
要
心
を
問
う
た
の
が
、
今
引
い
た
文
殊
師
利
菩

薩
の
問
い
な
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
門
馬
氏
は
、
そ
う
し
た
文
脈
を
解
読
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仏
は
こ
の
文
殊
菩
薩
の
問
い
に
対
し
て
、
身
安
楽
行
・
口
安
楽
行
・
意
安
楽
行
・
誓
願
安
楽
行
の
所
謂
「
四
安
楽
行
」
に
住
し
て
説
く

な
ら
ば
、
末
代
悪
世
に
お
い
て
初
心
の
行
者
も
安
穏
に
修
行
し
う
る
と
教
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
の
身
安
楽
行
と
は
行
処
と
親

近
処
と
に
安
住
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
行
処
と
は
精
神
活
動
の
内
面
的
規
定
で
あ
っ
て
、
諸
法
実
相
を
覚
っ
て
、
そ
れ
に
随
い

な
が
ら
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
親
近
処
と
は
、
修
行
の
妨
げ
に
な
る
も
の
に
接
近
し
な
い
と
い
う
外
面
的
規
定
で
あ
る
。
こ
の
親
近
処

が
説
か
れ
て
ゐ
る
部
分
こ
そ
が
、
問
題
の
箇
所
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
中
に
、
国
王
・
大
臣
ら
の
権
力
者
や
悪
思
想
家
、
漁
・
猟

師
、
小
乗
の
徒
、
女
人
等
に
親
近
せ
ざ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
、
常
に
座
禅
を
好
み
諸
法
の
如
実
の
相
を
観
ず
べ
き
こ
と
を
説
く
の
で
あ

る
。つ

ま
り
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
人
々
は
、
決
し
て
「『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も
の
で

も
な
い
と
さ
れ
て
」
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
、
初
心
の
菩
薩
が
親
近
す
る
な
ら
ば
、
修
行
の
妨
げ
に
な

る
虞
（
お
そ
れ
）
が
あ
る
が
故
に
、
よ
く
よ
く
心
得
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
た

人
々
を
「
仏
教
・
『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
」
と
言
う
に
至
っ
て
は
、
軽
率
な
る
概
括
を
犯
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

宮
崎
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
通
り
、
安
楽
行
品
で
は
、
親
近
処
に
つ
い
て
説
き
つ
つ
も
、

或
時
来
者
。
則
為
説
法
。
無
所

望
。

（
或
時
に
来
ら
ば
、
即
ち
為
に
法
を
説
い
て

望
す
る
所
な
か
れ
。）

と
し
、
ま
た
、

若
是
人
等

以
好
心
来

到
菩
薩
所

為
聞
仏
道

菩
薩
則
以

無
所
畏
心

不
懐

望

而
為
説
法
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（
是
の
若
き
人
等

好
心
を
以
て
来
り

菩
薩
の
所
に
到
つ
て

佛
道
を
聞
か
ん
と
せ
ば

菩
薩
即
ち
無
所
畏
の
心
を
以
て

望

を
懐
か
ず
し
て

為
に
法
を
説
け
）

と
説
く
の
で
あ
る
。

何
を
以
て
、「『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
」「『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排

除
さ
れ
る
べ
き
存
在
」
な
ど
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
為
に
す
る
議
論
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
門
馬
氏
は
、「
旃
陀
羅
。
及
畜
猪
羊
掩
狗
。
畋
猟
漁
捕
」
や
「
小
女
。
処
女
寡
女
」
な
ど
へ
の
不
親
近
に
つ
い
て

は
あ
げ
つ
ら
う
が
、「
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
」
等
へ
の
不
親
近
が
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
視
し
よ
う
と
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
一
体
如
何
な
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
か
す
る
と
、「
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
」
等
は
、「『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
と
さ
れ
て
、
仏
教
・
『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
」
も
当
然
で
あ
る
と
で
も
考
え
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

も
し
く
は
、「
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
と
、
法
華
経
が
「
差
別
」
を
し
て
い
る
と
指
弾
し
に

く
く
な
る
か
ら
、
こ
れ
に
言
及
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
こ
れ
は
門
馬
氏
自
身
の
「
差
別
意
識
」
を
裏
返
し
に
表
現
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

そ
う
、
差
別
し
て
い
る
の
は
、
法
華
経
で
は
な
く
、
門
馬
氏
な
の
で
あ
る
。

法
華
経
は
観
念
遊
戯
の
経
典
で
は
な
く
、
単
な
る
理
想
を
説
く
も
の
で
は
な
い
。
現
実
に
、
初
心
の
修
行
者
が
、
権
力
あ
る
者
に
親
近

す
れ
ば
、
名
聞
や
利
養
の
誘
惑
に
か
ら
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
し
、
少
女
や
処
女
や
寡
女
（
か
じ
ょ
）
に
親
近
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
想
像

す
る
こ
と
は
容
易
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
排
除
の
論
理
で
は
な
い
。
差
別
で
は
な
く
、
言
う
な
れ
ば
区
別
な
の
で
あ
る
。
修
行
を
円
滑
円
満
な
ら
し
む
る
た
め
の
智
慧
と



─ ─

言
っ
て
も
よ
い
。

三

法
華
経
を
差
別
経
で
あ
る
と
主
張
す
る
論
者
が
、
安
楽
行
品
以
上
に
問
題
に
す
る
の
は
、「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
で
あ
る
。

例
せ
ば
、
門
馬
氏
は
、
先
の
安
楽
行
品
の
排
除
・
差
別
思
想
を
糾
弾
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
法
華
経
』
に
お
け
る
排
除
・
差
別
の
「
顕
在
的
機
能
」
を
示
す
リ
ス
ト
は
、
こ
の
箇
所
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

『
法
華
経
』
巻
八
の
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
第
二
十
八
な
ど
に
も
そ
れ
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
の
そ
れ

は
、
先
の
「
安
楽
行
品
」
の
箇
所
と
は
異
な
っ
て
単
に
特
定
の
職
業
（
あ
る
い
は
カ
ー
ス
ト
）
に
携
わ
る
も
の
を
排
除
・
差
別
し
、

法
華
経
を
護
持
せ
ず
ば
「
障
害
者
」
と
な
る
と
い
う
顕
在
的
機
能
を
示
す
の
み
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
よ
り
複
雑
な
「
潜
在
的
機

能
」、
す
な
わ
ち
「
救
済
」
と
「
恫
喝
」
の
論
理
構
造
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。

で
は
、
問
題
の
箇
所
を
見
よ
う
。

爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
讃
言
。
善
哉
善
哉
。
普
賢
汝
能
護
助
是
経
。
令
多
所
衆
生
。
安
楽
利
益
。
汝
已
成
就
。

不
可
思
議
功
徳
。
深
大
慈
悲
。
従
久
遠
来
。
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
意
。
而
能
作
是
神
通
之
願
。
守
護
是
経
。
我
当
以
神
通
力
。

守
護
能
受
持
。
普
賢
菩
薩
名
者
。
普
賢
。
若
有
受
持
読
誦
。
正
憶
念
。
修
習
書
写
。
是
法
華
経
者
。
当
知
是
人
。
則
見
釈
迦
牟
尼

仏
。
如
従
仏
口
。
聞
此
経
典
。
当
知
是
人
。
供
養
釈
迦
牟
尼
仏
。
当
知
是
人
。
仏
讃
善
哉
。
当
知
是
人
。
為
釈
迦
牟
尼
仏
。
手
摩
其

頭
。
当
知
是
人
。
為
釈
迦
牟
尼
仏
。
衣
之
所
覆
。
如
是
之
人
。
不
復
貪
著
世
楽
。
不
好
外
道
。
経
書
手
筆
。
亦
復
不
喜
。
親
近
其

人
。
及
諸
悪
者
。
若
屠
兒
。
若
畜
猪
羊
鷄
狗
。
若
猟
師
。
若
衒
売
女
色
。
是
人
心
意
質
直
。
有
正
憶
念
。
有
福
徳
力
。
是
人
不
為
。

三
毒
所
悩
。
亦
不
為
嫉
妬
。
我
慢
。
邪
慢
。
増
上
慢
。
所
悩
。
是
人
少
欲
知
足
。
能
修
普
賢
之
行
。
普
賢
若
如
来
滅
後
。
後
五
百
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歳
。
若
有
人
。
見
受
持
読
誦
。
法
華
経
者
。
応
作
是
念
。
此
人
不
久
。
当
詣
道
場
。
破
諸
摩
衆
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
転
法

輪
。
撃
法
鼓
。
吹
法
螺
。
雨
法
雨
。
当
坐
天
人
大
衆
中
。
師
子
法
座
上
。
普
賢
。
若
於
後
世
。
受
持
読
誦
。
是
経
典
者
。
是
人
不
復

貪
著
。
衣
服
臥
具
。
飲
食
資
生
之
物
。
所
願
不
虚
。
亦
於
現
世
。
得
其
福
報
。
若
有
人
軽
毀
之
言
。
汝
狂
人
耳
。
空
作
是
行
。
終
無

所
獲
。
如
是
罪
報
。
当
世
世
無
眼
。
若
有
供
養
。
讃
歎
之
者
。
当
於
今
世
。
得
現
果
報
。
若
復
見
受
持
。
是
経
典
者
。
出
其
過
悪
。

若
実
若
不
実
。
此
人
現
世
。
得
白
癩
病
。
若
有
軽
笑
之
者
。
当
世
世
。
牙
歯
疎
欠
。
醜
唇
平
鼻
。
手
脚
繚
戻
。

眼
目
角
。
身
体
臭

穢
。
悪
瘡
膿
血
。
水
腹
短
気
。
諸
悪
重
病
。
是
故
普
賢
。
若
見
受
持
。
是
経
典
者
。
当
起
遠
迎
。
当
如
敬
仏
。
説
是
普
賢
。
勧
発
品

時
。
恒
河
沙
等
。
無
量
無
辺
菩
薩
。
得
百
千
万
億
。
旋
陀
羅
尼
。
三
千
大
千
世
界
。
微
塵
等
。
諸
菩
薩
。
具
普
賢
道
。
仏
説
是
経

時
。
普
賢
等
。
諸
菩
薩
。
舎
利
弗
等
。
諸
声
聞
。
及
諸
天
龍
人
非
人
等
。
一
切
大
会
。
皆
大
歓
喜
。
受
持
仏
語
。
作
礼
而
去
。

（
爾
の
時
に
釈
迦
牟
尼
仏
讃
め
て
言
わ
く
、

善
哉
善
哉
、
普
賢
、
汝
能
く
是
の
経
を
護
助
し
て
、
多
所
の
衆
生
を
し
て
安
楽
し
利
益
せ
し
め
ん
。
汝
已
に
不
可
思
議
の
功
徳
・

深
大
の
慈
悲
を
成
就
せ
り
。
久
遠
よ
り
来
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
意
を
発
し
て
、
能
く
是
の
神
通
の
願
を
作
し
て
是
の
経
を
守
護

す
。
我
当
に
神
通
力
を
以
て
、
能
く
普
賢
菩
薩
の
名
を
受
持
せ
ん
者
を
守
護
す
べ
し
。

普
賢
、
若
し
是
の
法
華
経
を
受
持
し
読
誦
し
正
憶
念
し
修
習
し
書
写
す
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
則
ち

釈
迦
牟
尼
仏
を
見
る
な
り
、
仏
口
よ
り
此
の
経
典
を
聞
く
が
如
し
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
供
養
す
る
な
り
。

当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
仏
、
善
哉
と
讃
む
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
手
を
も
っ
て
、
其
の
頭
を
摩
す
る
を

為
ん
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
人
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
衣
に
覆
わ
る
る
こ
と
を
為
ん
。
是
の
如
き
の
人
は
復
世
楽
に
貪
著
せ
じ
。
外
道

の
経
書
・
手
筆
を
好
ま
じ
。
亦
復
喜
っ
て
其
の
人
及
び
諸
の
悪
者
の
若
し
は
屠
兒
、
若
し
は
猪
・
羊
・
鷄
・
狗
を
畜
う
も
の
、
若
し

は
猟
師
、
若
し
は
女
色
を
衒
売
す
る
も
の
に
親
近
せ
じ
。
是
の
人
は
心
意
質
直
に
し
て
、
正
憶
念
あ
り
福
徳
力
あ
ら
ん
。
是
の
人
は

三
毒
に
悩
さ
れ
じ
。
亦
嫉
妬
・
我
慢
・
邪
慢
・
増
上
慢
に
悩
さ
れ
じ
。
是
の
人
は
少
欲
知
足
に
し
て
能
く
普
賢
の
行
を
修
せ
ん
。
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普
賢
、
若
し
如
来
の
滅
後
後
の
五
百
歳
に
、
若
し
人
あ
っ
て
法
華
経
を
受
持
し
読
誦
せ
ん
者
を
見
て
は
、
是
の
念
を
作
す
べ
し
。

此
の
人
は
久
し
か
ら
ず
し
て
当
に
道
場
に
詣
し
て
諸
の
摩
衆
を
破
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
、
法
輪
を
転
じ
法
鼓
を
撃
ち

法
螺
を
吹
き
法
雨
を
雨
ら
す
べ
し
。
当
に
天
人
大
衆
の
中
の
師
子
法
座
の
上
に
坐
す
べ
し
。
普
賢
、
若
し
後
の
世
に
於
て
是
の
経
典

を
受
持
し
読
誦
せ
ん
者
は
、
是
の
人
復
衣
服
・
臥
具
・
飲
食
・
資
生
の
物
に
貪
著
せ
じ
。
所
願
虚
し
か
ら
じ
。
亦
現
世
に
於
て
其
の

福
報
を
得
ん
。

若
し
人
あ
っ
て
之
を
軽
毀
し
て
言
わ
ん
、
汝
は
狂
人
な
ら
く
耳
。
空
し
く
是
の
行
を
作
し
て
終
に
獲
る
所
な
け
ん
と
。

是
の
如
き
罪
報
は
当
に
世
世
に
眼
な
か
る
べ
し
。
若
し
之
を
供
養
し
讃
歎
す
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
当
に
今
世
に
於
て
現
の
果
報

を
得
べ
し
。
若
し
復
是
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
其
の
過
悪
を
出
さ
ん
。
若
し
は
実
に
も
あ
れ
若
し
は
不
実
に
も
あ
れ
、
此
の

人
は
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
。
若
し
之
を
軽
笑
す
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
当
に
世
世
に
牙
歯
疎
き
欠
け
、
醜
唇
・
平
鼻
・
手
脚
繚

戻
し
、
眼
目
角

に
、
身
体
臭
穢
に
し
て
悪
瘡
・
膿
血
・
水
腹
・
短
気
・
諸
の
悪
重
病
あ
る
べ
し
。

是
の
故
に
普
賢
、
若
し
是
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
は
、
当
に
起
っ
て
遠
く
迎
う
べ
き
こ
と
、
当
に
仏
を
敬
う
が
如
く
す
べ

し
。是

の
普
賢
勧
発
品
を
説
き
た
も
う
時
、
恒
河
沙
等
の
無
量
無
辺
の
菩
薩
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
を
得
、
三
千
大
千
世
界
微
塵
等
の
諸

の
菩
薩
普
賢
の
道
を
具
し
ぬ
。

仏
是
の
経
を
説
き
た
も
う
時
、
普
賢
等
の
諸
の
菩
薩
・
舎
利
弗
等
の
諸
の
声
聞
・
及
び
諸
の
天
・
龍
・
人
非
人
等
の
一
切
の
大
会

皆
大
に
歓
喜
し
、
仏
語
を
受
持
し
て
礼
を
作
し
て
去
り
に
き
。）

こ
れ
を
受
け
て
、
門
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

普
賢
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
、『
法
華
経
』
を
「
受
持
し
読
誦
」
す
る
者
、
す
な
わ
ち
仏
道
修
行
を
す
る
者
は
、（
極
楽
に
生
ず
る

と
い
う
）「
安
楽
」
を
得
、「
利
益
（
り
や
く
）」
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
は
「
外
道
」
な
ど
に
近
づ
か
ず
、
諸
々
の
悪
し
き
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者
、
す
な
わ
ち
「
と
畜
」
を
す
る
者
や
動
物
の
肉
を
売
る
も
の
、
猟
師
、
自
分
で
出
か
け
て
い
っ
て
売
春
を
す
る
も
の
（「
衒
売
」

「
げ
ん
ま
い
」

自
分
で
手
か
け
て
行
っ
て
う
る
こ
と
）

岩
波
文
庫
註
）
等
々
に
は
近
づ
く
べ
き
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
趣

旨
の
こ
と
が
こ
の
節
の
前
半
に
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
と
畜
」
を
す
る
者
や
猟
師
、
肉
を
売
る
者
、
自
ら
「
売
春
」
を
す
る

者
な
ど
に
は
、『
法
華
経
』
の
教
え
は
説
か
れ
ず
、
ま
た
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い
と
『
法
華
経
』
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
結
局

の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
『
法
華
経
』
の
救
い
は
と
ど
か
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
義
で
あ
ろ
う
。「
と
畜
」
を
す
る
者

と
は
動
物
の
殺
生
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
旃
陀
羅
」
や
「
え
た
」
と
さ
れ
て
我
が
国
で
は
中
世
の
段

階
で
既
に
被
差
別
の
民
に
な
ぞ
ら
れ
ら
れ
て
い
る
。
被
差
別
の
民
や
特
定
の
職
業
に
従
事
す
る
も
の
に
は
、
や
は
り
「
救
済
」
は
な

い
、
の
で
あ
る
。

こ
の
驚
く
べ
き
短
絡
を
ど
う
評
し
よ
う
か
と
、
筆
者
は
と
ま
ど
う
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
言
う
ま
い
。

よ
く
法
華
経
の
本
文
を
読
ん
で
み
よ
う
。

如
是
之
人
。
不
復
貪
著
世
楽
。
不
好
外
道
。
経
書
手
筆
。
亦
復
不
喜
。
親
近
其
人
。
及
諸
悪
者
。
若
屠
兒
。

若
畜
猪
羊
鷄
狗
。
若
猟
師
。
若
衒
売
女
色
。

（
是
の
如
き
の
人
は
復
世
楽
に
貪
著
せ
じ
。
外
道
の
経
書
・
手
筆
を
好
ま
じ
。
亦
復
喜
っ
て
其
の
人
及
び
諸
の
悪
者
の
若
し
は
屠

兒
、
若
し
は
猪
・
羊
・
鷄
・
狗
を
畜
う
も
の
、
若
し
は
猟
師
、
若
し
は
女
色
を
衒
売
す
る
も
の
に
親
近
せ
じ
。）

と
あ
る
。

か
く
の
ご
と
き
、
普
賢
菩
薩
の
よ
う
な
も
の
は
、
世
の
楽
に
は
貪
著
せ
ず
、
外
道
を
好
ま
ず
、
ま
た
、
諸
の
悪
者
、
屠
兒
、
猪
・
羊
・

鷄
・
狗
を
畜
な
う
も
の
、
猟
師
、
衒
売
女
色
に
は
、「
親
近
す
る
こ
と
を
喜
わ
ざ
ら
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
門
馬

氏
の
言
う
如
く
「『
法
華
経
』
の
教
え
は
説
か
れ
ず
、
ま
た
説
か
れ
る
べ
き
で
も
な
い
と
『
法
華
経
』
は
述
べ
て
い
る
」
の
で
は
な
い
。

法
を
説
く
べ
か
ら
ず
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
普
賢
菩
薩
等
は
そ
れ
を
「
不
喜
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
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る
。普

賢
菩
薩
等
は
何
故
そ
れ
を
「
不
喜
」
で
あ
る
の
か
。

こ
こ
に
は
、
安
楽
行
品
と
同
様
の
構
成
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
に
は
対
告
衆
の
機
根
の
問
題

（
対
機
説
法
）、
二
に
広
め
る
側
の
機
根
の
問
題
で
あ
る
普
賢
菩
薩
は
、
迹
化
の
菩
薩
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

法
華
経
の
教
理
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
は
不
要
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
（
？
）
門

馬
氏
な
ど
の
方
の
為
に
敢
え
て
申
し
述
べ
る
な
ら
ば
、
本
化
と
は
本
門
の
教
主
釈
尊
の
よ
っ
て
久
遠
の
過
去
に
教
化
さ
れ
た
弟
子
の
こ
と

を
い
う
。
迹
化
と
は
迹
門
の
教
主
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
た
弟
子
達
の
こ
と
を
さ
す
。
涌
出
品
に
お
い
て
、
他
方
の
国
土
か
ら
来
集
し
た
諸

の
菩
薩
達
（

迹
化
菩
薩
）
は
、
仏
の
滅
後
に
こ
の
娑
婆
世
界
で
法
華
経
を
護
持
し
広
く
説
く
こ
と
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
が
、
本
師
釈

迦
牟
尼
仏
は
「
止
み
ね
、
善
男
子
よ
」
と
こ
れ
を
制
止
さ
れ
、
本
仏
初
発
心
か
ら
の
本
弟
子
で
あ
る
本
化
の
菩
薩
衆
を
召
し
出
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
神
力
品
に
お
い
て
、
釈
迦
滅
後
に
お
け
る
法
華
経
弘
通
の
付
属
（
別
付
属
）
を
与
え
ら
れ
、
仏
使
と
し
て
の
使
命
を

授
け
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
普
賢
菩
薩
等
は
迹
化
の
菩
薩
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
法
華
経
の
教
え
を
説
く
役
割
は
担
わ
せ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
嘱
累
品
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
総
付
属
が
な
さ
れ
る
と
は
言
え
、
本
化
と
迹
化
と
の
区
別
は
厳
然
た
る
も
の
が
あ
る

の
で
あ
り
、
法
華
経
を
説
き
広
め
る
役
割
に
も
自
ず
か
ら
相
違
が
あ
る
。
従
っ
て
、
迹
化
の
菩
薩
が
、
相
手
構
わ
ず
に
法
華
経
を
説
か

ず
、
対
告
衆
を
選
ぶ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
問
題
視
す
る
こ
と
は
、
法
華
経
の
全
体
の
構
成
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な
る
が
故
の
難

癖
で
あ
る
と
言
う
こ
と
す
ら
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
右
の
普
賢
菩
薩
勧
発
品
の
引
用
文
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
門
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
若
し
後
の
世
に
お
い
て
こ
の
経
典
を
受
持
し
読
誦
せ
ば
、
こ
の
人
は
復
、
衣
服
・
臥
具
・
飲
食
・
資
生
の
物
に
貪
著
せ
ざ
ら

ん
。
願
う
所
は
虚
し
か
ら
ざ
ら
ん
。
亦
、
現
世
に
お
い
て
も
そ
の
福
の
報
い
を
得
ん
」
と
い
う
の
は
、『
法
華
経
』「
普
賢
菩
薩
勧
発
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品
」
第
二
十
八
に
お
け
る
「
救
済
」
の
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
『
法
華
経
』
を
受
持
す
る
者
を
見
て
悪
口
を
言
う
な
ら
（「
そ

の
過
悪
を
出
さ
ば
）、
こ
の
人
は
「
現
世
に
癩
を
得
」、
も
し
こ
れ
を
軽
笑
す
る
な
ら
、
そ
の
人
は
「
当
に
世
世
に
牙
・
歯
は
疎
き
欠

け
、
醜
き
唇
、
平
め
る
鼻
あ
り
て
、
手
脚
は
繚
れ
戻
り
、
眼
目
は
角

み
、
身
体
は
臭
く
穢
く
、
悪
し
き
瘡
の
膿
血
あ
り
、
水
腹
・

短
気
、
諸
の
悪
し
き
重
病
あ
る
べ
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、『
法
華
経
』
を
誹
謗
す
る
と
、
そ
の
「
業
報
」
に
よ
っ
て

た
だ
ち
に
諸
々
の
「
障
害
者
」
と
な
る
「
結
果
」
を
得
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
の
論
理
構
造
は
し
か
し
、
ま
さ
に
「
恫
喝
」
の
論
理
構
造
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
を
「
受
持
し
読
誦
」
す
る
者
は
「
安
楽
」

を
得
、「
利
益
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
そ
し
る
も
の
は
「
か
く
の
如
き
報
い
」
と
し
て
、「
当
に
世
世
に
眼
な
か
る
べ
し
」
も
の
に
な

る
と
い
う
の
は
、
明
白
な
「
脅
し
」
の
論
理
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
こ
の
箇
所
で
は
「
救
済
」
と
「
恫
喝
」
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
な
の

で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
む
ろ
ん
仏
教
に
お
け
る
「
業
」
の
問
題
、
因
果
の
プ
ロ
セ
ス
を
当
然
の
如
く
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、『
法
華
経
』
を
受
持
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
報
い
（「
業
」）
に
よ
っ
て
「
癩
者
」
と
な
り
「
身
体
障
害
者
」
と
な
る
、
と

い
う
論
理
構
造
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

（
中
略
）

『
法
華
経
』
を
受
持
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
し
か
じ
か
の
「
障
害
者
」
と
な
る
、
と
い
う
論
理
構
造
は
、
見
た
よ
う
に
「
恫
喝
」

で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
論
理
は
、「
救
済
の
メ
タ
フ
ァ
」
の
論
理
と
も
な
っ
て
い
る
。「
救
済
を
得
た
か
っ
た
ら
『
法
華
経
』
を

受
持
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
『
障
害
者
』
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
仏
教
を
勧
め
る
た
め
の
「
勧
善
懲
悪
」
で
あ
る
。
む
ろ

ん
、
こ
の
場
合
の
「
悪
」
は
現
世
に
お
い
て
既
に
堕
地
獄
の
状
態
に
あ
る
「
癩
者
」
や
「
障
害
者
」
で
あ
る
。「
勧
善
懲
悪
」
は

「
救
済
の
メ
タ
フ
ァ
」
の
論
理
と
な
っ
て
い
る
。「
勧
善
」
は
仏
教
に
お
け
る
「
救
済
」
の
勧
め
で
あ
り
、
そ
れ
の
資
格
要
件
は

『
法
華
経
』
の
護
持
で
あ
る
。
一
方
、『
法
華
経
』
を
そ
し
る
者
は
、
そ
の
「
業
」
の
報
い
と
し
て
「
障
害
者
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
に
よ
る
「
救
済
」
は
「
恫
喝
」
と
セ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
。
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「
恫
喝
」
と
は
随
分
な
物
言
い
で
あ
る
が
、
門
馬
氏
に
よ
れ
ば
「
○
○
を
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
」
と
い
う

「
論
理
構
造
」
を
以
て
な
さ
れ
る
も
の
は
、
全
て
「
恫
喝
」
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

恫
喝
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
森
本
覚
修
氏
は
、「『
法
華
経
』

普
賢
菩
薩
勧
発
品

に
お
け
る
業
と
差
別
の
問
題
」
と
い
う
論

攷
で
、
門
馬
氏
と
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
、
そ
の
文
中
に
、
藤
田
真
一
著
『
盲
と
目
あ
き
社

会
』（
一
九
八
二
・
九
・
三
〇
発
行
）
の
次
の
よ
う
な
文
を
引
い
て
い
る
。

越
後
瞽
女
の
小
林
ハ
ル
さ
ん
が
、
意
地
の
悪
い
親
方
に
い
じ
め
ら
れ
た
記
録
を
よ
み
な
が
ら
、
私
は
こ
ど
も
の
こ
ろ
親
か
ら
『
た

べ
も
の
を
そ
ま
つ
に
す
る
と
目
が
つ
ぶ
れ
る
よ
』
と
か
、『
生
き
も
の
を
や
た
ら
に
殺
す
と
手
が
ま
が
っ
ち
ゃ
う
よ
』
な
ど
と
、
お

ど
ろ
か
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
全
国
的
に
多
く
の
家
庭
で
、
こ
ん
な
い
い
か
た
の
し
つ
け
が
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
者
自
身
の
立
場
あ
る
い
は
そ
の
肉
親
の
身
に
な
っ
て
ふ
か
く
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
ハ
ル
さ
ん
の
記
録
を
よ
ん
で
以
来
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
残
酷
な
い
い
か
た
で
あ
っ
た
か
に
、
は
じ
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
ご

は
ん
を
そ
ま
つ
に
す
る
、
生
き
も
の
を
や
た
ら
に
殺
す
な
ど
、
悪
い
こ
と
を
す
る
と
障
害
者
に
な
る
ぞ
、
と
い
う
し
つ
け
の
裏
が
わ

に
は
、
障
害
者
を
み
る
と
き
、
な
に
か
悪
い
こ
と
を
し
た
報
い
と
し
て
そ
う
な
っ
た
と
い
う
考
え
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
論
ず
る
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
法
華
経
の
構
成
、
或
い
は
、
法
華
経
に
於
け
る
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
の
位
置
と
い

う
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
第
二
十
八
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
法
華
経
二
十
八
品
の
最
後
の
品
で
あ
る
。

森
本
覚
修
氏
は
、
先
に
挙
げ
た
論
文
の
冒
頭
に
、
岩
波
文
庫
の
解
説
を
引
い
て
、

「
末
世
に
こ
の
経
を
流
布
す
る
こ
と
の
利
益
の
た
め
に
、
経
全
体
の
義
理
を
略
説
す
る
品
で
あ
る
。」

と
の
べ
、
こ
の
品
が
、
法
華
経
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
品
で
あ
る
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
理
解
に
は
些
か
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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そ
も
そ
も
嘱
累
品
「
ま
で
で
法
華
経
の
説
法
の
大
体
は
終
り
、
以
下
の
六
品
は
流
通
弘
経
の
事
証
を
あ
げ
て
滅
後
の
行
者
を
勧
奨
す

る
」（『
日
蓮
宗
事
典
』）
品
な
の
で
あ
る
。

成
立
論
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
恐
ら
く
は
、
法
華
経
以
外
の
様
々
な
信
仰
を
、
法
華
経
の
中
に
導
入
す
べ
き
目
的
で
、
増
補
さ
れ
て

行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
従
っ
て
、
苦
行
や
三
昧
や
総
持
な
ど
、
法
華
経
の
そ
れ
ま
で
の
部
分
で
は
主
題
と
な
っ
て
い
な
い
修
行

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
以
下
の
六
品
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
法
華
経
信
仰
の
支
流
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

普
賢
菩
薩
勧
発
品
が
、「
再
演
法
華
」
と
呼
ば
れ
て
来
た
の
は
無
論
事
実
で
あ
る
が
、
森
本
氏
が
参
照
し
た
岩
波
文
庫
の
解
説
に
も
、

こ
の
品
は
本
迹
二
門
の
正
宗
分
と
流
通
分
と
が
一
往
終
っ
て
、
他
方
の
大
衆
も
本
国
に
帰
ら
ん
と
す
る
時
、
普
賢
菩
薩
が
東
方
よ

り
大
衆
を
率
い
て
来
た
り
、
未
来
の
悪
世
に
於
い
て
云
何
に
し
て
法
華
経
を
得
べ
き
や
を
問
う
た
の
で
、
仏
は
止
む
な
く
法
華
経
一

部
の
義
理
を
略
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
は
、
普
賢
菩
薩
信
仰
を
有
す
る
人
々
（

法
華
経
の
本
来
の
信
仰
か
ら
は
外
れ
て
い
る
人
々
）
を
、
法
華

経
に
誘
引
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

是
故
普
賢
。
若
見
受
持
。
是
経
典
者
。
当
起
遠
迎
。
当
如
敬
仏
。

と
あ
る
こ
と
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
是
の
故
に
、
普
賢
よ
、
若
し
是
の
経
典
を
受
持
す
る
者
を
見
れ
ば
、
当
に
起
ち
て
遠
く
に
迎
う
べ
き
こ
と
、
当
に
仏
を
敬
う
が
如
く

に
し
す
べ
し
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
普
賢
菩
薩
な
の
で
あ
る
。
門
馬
氏
の
筆
法
に
習
え
ば
、
釈
尊
が
こ
こ
で
恫
喝
し
て
い
る
の
は
、

普
賢
菩
薩
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。



─ ─

こ
の
辺
り
の
事
情
は
、「
提
婆
達
多
品
」
に
於
い
て
所
謂
「
変
成
男
子
」
が
説
か
れ
る
際
の
設
定
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
も
出

来
る
で
あ
ろ
う
。

「
変
成
男
子
」
は
、
女
性
差
別
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
も
、
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
よ
り
本
格
的
に

論
じ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
紙
数
の
都
合
で
、
本
稿
で
は
詳
論
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
文
殊
師
利
菩
薩
と
智
積
菩
薩
と
の
間
に

交
わ
さ
れ
る
法
華
経
修
行
に
お
け
る
速
疾
成
仏
の
問
答
の
中
で
、
そ
の
成
仏
の
実
例
と
し
て
説
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、

智
積
菩
薩
。
問
文
殊
師
利
言
。
此
経
甚
深
微
妙
。
諸
経
中
宝
。
世
所
希
有
。
頗
有
衆
生
。
勤
加
精
進
。
修
行
此
経
。
速
得
仏
不
。

文
殊
師
利
言
。
有
。
娑
竭
羅
龍
王
女
。
年
始
八
歳
。
智
慧
利
根
。
善
知
衆
生
。
諸
根
行
業
。
得
陀
羅
尼
。
諸
仏
所
説
。
甚
深
秘
蔵
。

悉
能
受
持
。
深
入
禅
定
。
了
達
諸
法
。
於
刹
那
頃
。
発
菩
提
心
。
得
不
退
転
。
辯
才
無
碍
。
慈
念
衆
生
。
猶
如
赤
子
。
功
徳
具
足
。

心
念
口
演
。
微
妙
広
大
。
慈
悲
仁
譲
。
志
意
和
雅
。
能
至
菩
提

（
智
積
菩
薩
、
文
殊
師
利
に
問
う
て
言
わ
く
、
此
の
経
は
甚
深
微
妙
に
し
て
諸
経
の
中
の
宝
、
世
に
希
有
な
る
所
な
り
。
頗
し
衆
生

の
勤
加
精
進
し
此
の
経
を
修
行
し
て
、
速
か
に
仏
を
得
る
あ
り
や
不
や
。
文
殊
師
利
の
言
わ
く
、
有
り
。
娑
竭
羅
龍
王
の
女
年
始
め

て
八
歳
な
り
。
智
慧
利
根
に
し
て
、
善
く
衆
生
の
諸
根
の
行
業
を
知
り
、
陀
羅
尼
を
得
、
諸
仏
の
所
説
甚
深
の
秘
蔵
悉
く
能
く
受
持

し
、
深
く
禅
定
に
入
っ
て
諸
法
を
了
達
し
、
刹
那
の
頃
に
於
て
菩
提
心
を
発
し
て
不
退
転
を
得
た
り
。
辯
才
無
碍
に
し
て
、
衆
生
を

慈
念
す
る
こ
と
猶
お
赤
子
の
如
し
。
功
徳
具
足
し
て
、
心
に
念
い
口
に
演
ぶ
る
こ
と
微
妙
広
大
な
り
。
慈
悲
仁
譲
・
志
意
和
雅
に
し

て
能
く
菩
提
に
至
れ
り
。）

で
あ
っ
た
も
の
が
、
智
積
菩
薩
が

不
信
此
女
。
於
須
臾
頃
。
便
成
正
覚
。

（
信
ぜ
じ
、
此
の
女
の
須
臾
の
頃
に
於
て
便
ち
正
覚
を
成
ず
る
こ
と
を
。）

と
言
い
、
更
に
舎
利
弗
が
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爾
時
舎
利
弗
。
語
龍
女
言
。
汝
謂
不
久
。
得
無
上
道
。
是
事
難
信
。

（
爾
の
時
に
舎
利
弗
、
龍
女
に
語
っ
て
言
わ
く
、
汝
久
し
か
ら
ず
し
て
無
上
道
を
得
た
り
と
謂
え
る
。
是
の
事
信
じ
難
し
。）

と
疑
問
を
発
す
る
が
故
に
、
そ
う
し
た
智
積
菩
薩
や
舎
利
弗
等
に
も
理
解
出
来
る
よ
う
に
、
龍
女
が
「
変
成
男
子
」
の
後
に
成
仏
し
て
み

せ
た
の
で
あ
る
。
智
積
菩
薩
や
舎
利
弗
の
如
く
、
真
の
法
華
経
一
乗
思
想
に
到
達
で
き
て
い
な
い
者
（
も
し
く
は
智
積
菩
薩
や
舎
利

弗
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
理
解
の
浅
い
法
華
経
の
聴
聞
者
・
読
者
）
を
導
く
た
め
の
方
便
と
し
て
の
「
変
成
男
子
」
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
華
経
の
説
相
の
理
解
で
は
、
常
に
対
告
衆
が
ど
う
設
定
さ
れ
て
い
る
か
に
留
意
し
な
い
と
、
誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

こ
の
点
、
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
の
藤
崎
善
隆
師
が
、
所
内
の
内
部
レ
ポ
ー
ト
に
於
い
て
、
門
馬
氏
の
「
救
済
と
恫
喝
・
勧
善
懲

悪
」
論
に
つ
い
て
の
批
判
を
試
み
、
門
馬
氏
が
、
自
身
の
言
う
「
救
済
と
恫
喝
・
勧
善
懲
悪
」
は
、

『
法
華
経
』
の
作
者
に
よ
っ
て
当
初
か
ら
明
示
的
に
意
図
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理

は
、
あ
く
ま
で
仏
教
や
『
法
華
経
』
を
宣
揚
す
る
た
め
に
、
非
意
図
的
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
「
救

済
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
、「
○
○
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
」
と
い
う
論
理
構
造
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
恫
喝
」
や
「
視
聴
覚
教
育
」、「
勧
善
懲
悪
」
と
い
う
論
理
が
「
潜
在
的
機
能
」
と
し
て
伏
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
見
な

し
得
よ
う
。

と
述
べ
る
こ
と
に
対
し
、「
法
華
経
は
被
差
別
者
が
差
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
敢
え
て
そ
の
表
現
を
用
い
た
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
観
点
を
示
し
て
批
判
し
て
い
る
の
は
、
検
討
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

藤
崎
師
は
、
藤
田
宏
達
博
士
の
「
転
女
成
男
思
想
」
に
関
す
る
考
察
に
、
仏
典
に
於
い
て
、
本
来
説
か
れ
る
べ
き
男
女
の
無
差
別
思
想

に
対
し
、
現
実
に
存
在
す
る
差
別
を
一
応
認
め
た
上
で
「
転
女
成
男
」
説
を
説
く
こ
と
が
現
実
に
力
を
持
ち
得
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
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に
触
発
さ
れ
て
、
そ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
対
告
衆
の
機
根
論
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ

ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
い
き
な
り
男
女
の
無
差
別
を
主
張
し
て
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
が
た
い
対
告
衆
が
い
る
が
故
に
、
そ
れ
で
は
現
実
に
力
を
持

ち
得
な
い
の
で
、
段
階
的
に
教
え
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

法
華
経
自
体
の
構
成
に
、
そ
う
し
た
意
図
の
あ
る
こ
と
は
、
古
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
三
周
説
法
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。

三
周
説
法
自
体
は
、
法
華
経
の
法
華
経
迹
門
正
宗
分
の
説
法
を
法
説
周
・
譬
説
周
・
因
縁
周
の
三
段
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
に

は
能
力
や
機
根
や
体
質
な
ど
に
よ
っ
て
種
々
な
相
違
が
あ
る
の
で
、
一
律
な
教
え
の
説
き
方
で
は
す
べ
て
の
人
々
を
救
済
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
た
め
、
釈
尊
は
諸
法
実
相
の
教
え
（
略
開
三
顕
一
段
）
を
分
別
し
て
三
通
り
の
説
示
（
広
開
三
顕
一
段
）
を
展
開
さ
れ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
方
便
品
で
は
法
説
周
が
説
か
れ
、
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
諸
法
実
相
の
理
を
示
す
た
め
に
、
四
仏
知
見
を
説
き
、
諸
仏

出
世
の
本
懐
は
す
べ
て
の
人
を
仏
知
見
に
開
示
悟
入
さ
せ
る
に
あ
る
と
一
乗
平
等
の
根
本
問
題
を
説
示
す
る
。
こ
れ
は
智
恵
第
一
の
舎
利

弗
な
ど
の
人
々
を
救
済
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
に
譬
喩
品
で
は
譬
説
周
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
舎
利
弗
よ
り
も
能
力
の

お
と
っ
た
中
根
の
四
大
声
聞
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
車
火
宅
の
喩
を
も
っ
て
、
た
と
え
話
を
中
心
に
し
た
解
り
や
す
い
説
示
で

一
乗
思
想
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
化
城
喩
品
な
ど
で
は
因
縁
周
の
説
法
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
一
乗
思
想
を
理
解
出
来
な
い
能

力
の
お
と
っ
た
下
根
の
人
々
の
た
め
に
、
過
去
の
大
通
智
勝
仏
以
来
の
仏
と
凡
夫
と
の
因
縁
を
の
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
が
い
か
に
仏

と
縁
の
深
い
人
間
で
あ
っ
た
か
を
思
い
お
こ
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
門
馬
氏
の
言
う
「『
○
○
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
』
と
い
う
論
理
構
造
」
を
提
示
し
な
い
と
理
解
出

来
な
い
人
々
を
、
平
等
大
慧
の
思
想
へ
誘
引
す
る
目
的
で
、
か
く
の
如
き
説
示
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

先
に
引
い
た
、
藤
田
真
一
氏
の
『
盲
と
目
あ
き
社
会
』（
一
九
八
二
・
九
・
三
〇
発
行
）
か
ら
の
引
用
に
も
示
さ
れ
る
如
く
、
こ
う
し
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た
表
現
は
、
し
ば
し
ば
子
供
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
通
り
、
智
慧
浅
き
も
の
へ
の
説
示
と
し
て
有
効
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
し
な
い
と
な
ら
な
い
の
は
、
法
華
経
に
於
い
て
あ
く
ま
で
も
原
因

結
果
と
い
う
説
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
門
馬
氏
は
、
こ
こ
で
果
か
ら
因
に
遡
る
と
い
う
解
釈
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
法
華
経
の
経
典
作
者
は
、
そ
の
よ
う
な
説
き

方
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
門
馬
氏
の
言
う
「
○
○
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
」
と
い
う
説
法
は

あ
っ
て
も
、「
×
×
と
な
っ
た
の
は
、
○
○
し
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
表
現
は
法
華
経
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
法
華
経
に
「
×
×
と
な
っ
た
の
は
、
○
○
し
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
表
現

が
採
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
、
か
し
こ
に
「
白
癩
病
」
の
者
や
、「
牙
歯
疎
欠
。
醜
唇
平
鼻
。
手
脚
繚
戻
。
眼
目
角

。
身
体
臭

穢
。
悪
瘡
膿
血
。
水
腹
短
気
。
諸
悪
重
病
。」（
牙
歯
疎
き
欠
け
、
醜
唇
・
平
鼻
・
手
脚
繚
戻
し
、
眼
目
角

に
、
身
体
臭
穢
に
し
て
悪

瘡
・
膿
血
・
水
腹
・
短
気
・
諸
の
悪
重
病
あ
る
べ
し
。）

の
者
が
い
る
。
彼
ら
は
、「
見
受
持
。
是
経
典
者
。
出
其
過
悪
。」（
是
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
其
の
過
悪
を
出
さ
ん
。）
の
故
に
、

或
い
は
、
法
華
経
受
持
者
を
「
軽
笑
」
し
た
が
故
に
、
そ
う
な
っ
た
の
だ
、
と
い
う
断
定
を
、
法
華
経
が
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
法
華
経

は
「
差
別
」
す
る
経
典
で
あ
る
と
い
う
批
難
は
免
れ
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
華
経
が
な
し
て
い
る
説
示
は
そ
う
し
た
も
の
で
は

な
い
。

「
不
注
意
で
い
る
と
怪
我
を
す
る
」
と
い
う
命
題
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
れ
は
真
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
命
題
で
あ
ろ
う
が
、
仮
に

こ
の
命
題
が
真
で
あ
っ
て
も
、「
怪
我
を
し
た
の
は
不
注
意
だ
か
ら
」
と
い
う
逆
の
命
題
は
真
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
混
同

し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
辺
り
の
区
別
が
つ
か
な
い
と
、「
○
○
を
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
」
が
全
て

「
恫
喝
」
で
あ
る
な
ど
と
言
い
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

経
典
（
に
限
ら
な
い
が
）
は
、
全
体
の
文
脈
を
き
ち
ん
と
把
握
せ
ず
に
、
断
章
取
義
の
解
読
を
す
る
と
、
自
ら
の
偏
見
に
よ
っ
て
誤
解

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
木
を
見
て
森
を
見
ず
、
枝
葉
に
囚
わ
れ
て
根
幹
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
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で
あ
る
（
こ
の
表
現
も
「
○
○
を
せ
ね
ば
×
×
と
な
る
、
だ
か
ら
○
○
し
な
さ
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
恫
喝
」
で
あ
ろ
う
か
？
）。

こ
と
の
序
で
に
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
門
馬
氏
の
「
む
ろ
ん
、
こ
の
場
合
の
『
悪
』
は
現
世
に
お
い
て
既
に
堕
地
獄
の
状
態
に
あ
る

『
癩
者
』
や
『
障
害
者
』
で
あ
る
。『
勧
善
懲
悪
』
は
『
救
済
の
メ
タ
フ
ァ
』
の
論
理
と
な
っ
て
い
る
。『
勧
善
』
は
仏
教
に
お
け
る
『
救

済
』
の
勧
め
で
あ
り
、
そ
れ
の
資
格
要
件
は
『
法
華
経
』
の
護
持
で
あ
る
。」
と
い
う
説
明
は
、
仮
に
法
華
経
が
「
勧
善
懲
悪
」
の
経
典

で
あ
る
と
し
て
も
、
誤
り
で
あ
る
。
法
華
経
が
「
勧
」
め
る
「
善
」
は
法
華
経
の
受
持
で
あ
り
、
救
済

離
苦
得
楽
は
そ
の
結
果
で
あ

る
。
法
華
経
が
「
懲
」
ら
し
め
る
「
悪
」
は
、
誹
謗
正
法
で
あ
り
、
不
離
苦
不
得
楽
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。
不
離
苦
不
得
楽
の
者
を

「
懲
」
ら
し
め
て
、
ど
う
し
よ
う
と
言
う
の
か
。

四

要
す
る
に
、
法
華
経
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
一
乗
平
等
で
あ
る
。
差
別
で
は
な
い
し
、
況
や
恫
喝
な
ど
で
は
あ
り
得
な
い
。

法
華
経
の
説
示
に
は
一
乗
平
等
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
見
そ
の
よ
う
に
見
え
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
対

告
衆
や
説
相
の
展
開
に
依
る
方
便
で
あ
り
、
随
宜
所
説
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
深
奥
に
あ
る
意
趣
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。断

章
取
義
を
す
る
と
、
そ
れ
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
軽
率
な
る
概
括
の
誤
謬
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
以
て
銘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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